
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９回（令和 2 年度） 

高石市防災シンポジウム報告書 
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第９回（令和２年度）高石市防災シンポジウム 

 

“自助・共助・公助”コロナ禍の避難所生活 

 

 

 

日時  令和２年 10 月 20 日(火) 開始 午前 10 時 00 分 

終了 正午 

 

場所  たかいし市民文化会館「アプラホール」 

 

 

第一部 基調講演「人を紡ぐ・いのちを紡ぐ － コロナ禍における避難所運営を考える －」 

講演者 

福島大学うつくしまふくしま未来支援センター特任教授  天野 和彦 氏 

 

第二部 パネルディスカッション「高石市の避難所について」 

コーディネーター 

京都大学防災研究所教授  牧 紀男 氏 

パネラー 

福島大学うつくしまふくしま未来支援センター特任教授  天野 和彦 氏 

高石市副市長  福井 淳太 

 

 

聴衆  約２４０人（自主防災組織、民生委員、各種団体、防災会議委員、教育保育機関、

高石防災協会加盟企業ほか） 
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開催にあたって 

 

 

新型コロナウイルス感染症が拡大し、今も、収束したと言い切れない状況での開催となり

ますが、シンポジウム開催における感染症対策として、マスクの着用や入口での検温、手指

消毒、座席の配置、名簿の作成などにご協力いただきまして、深く感謝を申し上げます。 

昨年を振りかえりますと、全国各地で地震や洪水、台風等による甚大な被害が多発してお

り、特に 10 月には台風 19 号が大型で強い勢力のまま伊豆半島に上陸し、関東地方を中心

に大雨特別警報が発表され、また、最大瞬間風速 40 メートルを超える暴風により、東日本

から北日本にかけての広い範囲で非常に強い風を観測し、大雨と暴風等による人的被害や、

電気、水道、道路、鉄道施設などのライフラインへの被害が発生しております。 

今後においても、多くの甚大な災害発生が懸念される状況となっております。 

また、本年は新型コロナウイルス感染症拡大のなか、災害時においては地域の組織的な行

動が大変重要であり、避難方法や、避難所運営についても早急な対応が必要となっておりま

す。 

このような中、第９回となります今回の高石市防災シンポジウム、第一部の基調講演では、

福島大学うつくしまふくしま未来支援センター特任教授の天野和彦様に、東日本大震災の

2,500 名を超える被災者を抱えた「ビッグパレットふくしま避難所」において、県庁運営

支援チームの責任者として感染症対策を踏まえた避難所生活を作り上げられた貴重な経験

をもとにご講演をいただき、第二部では、天野教授に加え、本市防災危機管理アドバイザー

である京都大学防災研究所教授の牧紀男様と、元大阪府危機管理室長の福井副市長によるパ

ネルディスカッションを行い、地域において「災害が起こった場合の事前の準備と行動計画」

となる「地区防災計画」の重要性についても、議論をいたしました。 

本市では、市民の皆様方と私たち行政が連携し、ともに、これまで培ってきた高いレベル

の防災力を過信することなく、自助、共助、公助、すべての力を結集し、新型コロナウイル

ス感染症を乗り越え、より一層の防災力の向上を目指して、しっかり取り組んでゆかなけれ

ばなりません。 

よく「訓練でやっていない行動はできない。」と言われます。これまでと同様に、この防

災シンポジウムでしっかりと勉強をしていただいて、11 月５日の地震津波総合避難訓練に

ご参加いただきたいと思っております。 

これからも本市はより一層の防災のまちづくりに取り組んでまいります。市民の皆さま方

におかれましては、ご理解とご支援、ご協力のほどをよろしくお願い申し上げます。 
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第一部 基調講演「人を紡ぐ・いのちを紡ぐ ― コロナ禍における避難所運営を考える ―」 

約４０分 

 

○講演者 

福島大学うつくしまふくしま未来支援センター特任教授  天野 和彦 氏 

 

今回の防災シンポジウムでは、福島大学うつくしまふくしま未来支援センター特任教授の

天野和彦様に基調講演を行っていただきました。 

〈モノの防災から考え方の防災へ〉 

新型コロナウイルス感染症の拡大は、すでに災害といえる。これまでのシステムが立ち行

かなくなっている。水や食料などのモノの防災から、考え方の防災に切り替えないといけな

い。 

東日本大震災から１０年経ってなお大変な思いをしている人たちがいる。熊本地震も知見

を活かせばすぐに収束するだろうと考えていたが、そうはなっていない。それでも今後、首

都直下型地震や南海トラフ巨大地震に備えないといけない。 

〈災害に強いまちとは、人と人がつながっているまち〉 

東日本大震災で分かった教訓。それは「普段準備していること以上はできない」というこ

とです。災害が起きて、いろいろなことが起きるのではありません。地域の課題、組織の課

題が浮かび上がってくるだけです。地震が発生して直後に隣の人も知らなかったのが一致団

結して困難を乗り越えようとは絶対になりません。 

防災のために人がつながっているのではありません。元々人と人がつながっていて、結果

防災に強いまちになります。「結果防災」。こういうまちを作ってゆきましょう。いのちは一

人で守れないから。 

〈いのちを守るために、交流と自治〉 

東日本大震災、福島県で３千人を収容したビッグパレットふくしまという施設があります。

そこで発災１か月後に人が死ぬかもしれない事態になりました。ノロウイルス感染の発生で

す。私は支援のために避難所運営に入りました。トイレの前に人が寝ている状態でした。医

療スタッフだけではどうにもできません。居住環境を改善し、避難者に手洗いうがいを徹底

してもらいました。 

避難所に入ったときは、「おはよう」「こんにちは」も無かったくらいです。阪神淡路大震

災の教訓から、一人ぼっちにさせないことを支援の軸にしました。回覧板を作って会議を開

いたら、信頼関係が芽生えました。足湯を始めたら笑顔になりました。サロンを始めたらコ

ーヒーを作る人が出てきて、手伝う人も出てきました。こうやって避難所に自治が生まれま

した。交流と自治がいのちを守るということです。 

〈問われている「地域でどう生きるか」〉 

被災者が発生しなかった地域の経験に対して、自分たちでやれることは自分たちでやる。

そのためにはどうすればいいか。地区防災計画につながる３つのことがあります。①地域の

ことを知る。②過去の災害から学ぶ。③災害に関する知識を増やす。 

自治会は、「自らの地域を住みよい地域にする仕組み」が大きなメリットです。個人のメ

リットとは違います。住民間のつながりが深い地域ほど災害に強いです。普段準備している
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以上のことはできません。災害を越えていくためには「市民活動を高めること」よりほかな

りません。中心は市民の皆さんなのです。 

（写真）基調講演を行う天野和彦氏 

 

 

（スライド） 
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第二部 パネルディスカッション「高石市の避難所について」 約 50 分 

 

○コーディネーター 

京都大学防災研究所教授  牧 紀男 氏 

○パネラー 

福島大学うつくしまふくしま未来支援センター特任教授  天野 和彦 氏 

高石市副市長  福井 淳太 

 

第一部の基調講演を受けて、第二部でパネルディスカッションを行いました。 

第二部では牧教授に司会をお務めいただき、第一部に引き続いて天野教授、そして福井副

市長の３名で議論を進めました。 

まず、福井副市長が本市で想定されている自然災害による各種の被害想定を改めて紹介し

た上で、現在、新型コロナウイルス感染症が災害時の新たな課題に挙がっていると述べまし

た。 

市が避難所で想定していることとして、自宅待機者や療養者と一般者の収容を別の階、部

屋、通路で分離することや、間隔確保や間仕切り・テントの設置などの感染防止策とともに、

１人当たりの必要面積が大きくなることによる収容可能数の減少に対応して、民間団体等へ

の要請や、市民に友人親戚宅への避難を検討していただくことなどを踏まえて、天野教授の

経験談を取り混ぜながら、議論を交わしました。 
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（写真）第二部から登壇された牧教授・福井副市長 

  

 

（スライド） 
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10 

 

参加者アンケート結果 

 

１．今回のシンポジウムでもっと聞きたいと思った部分 

①基調講演 402 

②自助・共助の取組 128 

③コロナ禍の避難所運営 60 

２．災害時の自助、共助の取組について必要だと思いましたか。  

①必要だと思う  190 

②必要と思わない  1 

③既に取り組んでいる  8 

３． 避難の際に支援が必要な近隣の方を知っていますか。 

①知っている  129 

②知らない  69 

４．災害時に備え自助、共助の取組として、地区防災計画の必要性を感じましたか。  

①必要と思う  186 

②必要と思わない  0 

③地区で検討(策定)している  11 

５．主なご意見 

〈天野教授の講演について〉 

・天野先生のお話が分かりやすく参加してよかった。 

・天野先生のお話の続きを聞きたい。 

・天野先生の福島の実例は大いに参考になった。 

・基調講演がわかりやすくとても興味深かった。 

・天野氏の講演は「ありがたい」と重みを感じました。 

・天野氏の話で地域防災、一人ひとりの自治が大切、生きがいと居場所。これからの自治会

活動に力が入り感銘を受けた。 

・人の交流が命を守ると言うことがあらためて確認できた。 

・避難所についての考え方がイタリアと差があり今後できる事から備えていく必要を感じた。 

・天野先生の「生きがい死にがい」印象に残りました。日頃の人とのつながりに気を配る事

の重要さを認識した。 

・天野先生の言われた地域力、生きがいと死にがい等、胸に来るお言葉がたくさんありまし

た。 

・天野さんのお話は「地域の活動」と「防災という課題」ときわめて具体的に過去の災害へ

の対処が学べる。総合的にむすびつけてを提起していただく理論と実際、過去と現在をつ

らぬく太いご提起でした。 

・「ふるさとのことはふるさとにいるみなさまが決める」非常に感銘を受けた。この言葉は

防災におけるすべてのことに通じます。 

・天野先生の話はとてもわかりやすくまた多くのことに同感しました。感銘を受けた。また

機会があればお話を聞きたい。 

・いいお話でした。ためになりました。天野先生のお話は興味をもってなるほどと思いなが
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らきけて勉強になりました。またお聞きしたいと思いました。 

・「普段準備している以上の事はできない」わかっていても行動に移すことは何から手をつ

けていくのか理解していない。 

 

〈地域住民の活動について〉 

・地域のつながりの大切さがわかった。自治会のメリットがわかりやすく理解できた。 

・基調講演で講師が言われた自治会加入のメリットは個人の利益の為でなく、自分たち地域

を住みよい町にするの言葉は印象に残った。 

・自治会に加入しない人が各地域にいると聞きます。あらためて自治会活動の必要性を感じ

ました。皆さんに入って貰いたいものです。 

・防災に於いて自治会活動重要性を改めて認識することができた。大変有意義であった。早

速地区防災計画に向けて取り組んでいきたい。 

・地域に応じた計画が必要だと思う。主体は地域で公で協力援助してもらいたい 

・各地区に応じたシミュレーションを至急作ってほしい。9 年間もシンポを開催しているが

各地区に応じた資料が全然無いように見る。私の地区のマンホールの位置ブロック塀の位

置がわかる地図を作ってほしい。 

・皆が自治の意味をまず知ることから、防災につながると思います。 

・地域も新しい家がどんどんすき間なく建っていますが、若い方で自治会に入る方が少なく

困っています。避難所へ行かなくてはならない事があっても「あなた誰？」という事にな

ります。 

・自治会のあり方、説明をしても自分自身の事だけを考えて入ってくれない。難しい。 

・自治会と市役所の打合せが非常に少ない。市役所所員が全員会開の天野先生の講話内容を

知りつくしているのか。危機管理課だけでは不十分。危機管理課はまず市役所内で全員に

天野先生の講話談を伝えるべき‼その後各自治会と頻繁に打合せすること。 

・何事にも参加することと思う。（自治会の活動など） 

・地域性が大切で人が人を救えと常に思ってる。 

・自治会に加入することがいかに大切かわかった。入ってない人に伝えたい。 

・地域を良くするために自治会を盛り上げようと思った。 

・生きがいと死にがいを感じられる「まち」にしていきたいとおもいますので、行政の支援

をお願いします。 

・地域が繋がることの大切さを痛感した。一人一人の防災意識を持つことの大切さ。自治会

間の交流を深めることの重要性。 

・人と人とのつながり、地域のつながりの大切さと、いざという時に準備以上の事は出来な

いこと勉強になった。 

・住み良い地域を作るのは自分たちなんだと改めて思いました。 

・地域の交流そして自治が大切な事が良くわかった。 

・改めて地域の防災に対する取組の重要性を感じた。福島における避難所の自治についてと

ても参考となった。地区防災計画作成促進の内容は非常に参考になった。 

・若者との協力参加を進めることが必要と思われたが、どんな取り組みがあるのか？ 

・普段家族中心に考えていた防災を地域に目を向けて考えようと思う。 
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・死にがいのある生活のために日々活動していきたい。 

・人と人のつながり大切さ市民活動を高めること生命を守る活動。 

・自治会の重要性に関しては納得できたが地域（自治会）の名簿作成は個人情報がうるさく

なって作れないのが現状である。 

・地域を住み良い場所にしていくために、市民活動を高めていくためにも、自治会への加入

率を上げる必要がある。 

・排除される人とする人が出るだろう。予想される宗教、地域、人権対立及び村八分的な状

況が生じる為、それをうまく運用できる人を育成することも大切だと思われるが、結果と

して状況からそういう人が生まれるのだと思われた。 

・今回コロナ禍での避難生活をどのように乗りこえれば良いのか不安ですが、人とのつなが

りを大切に地域で考えていきたいと思います。 

・日常に変化が無い事に油断があってはならない反省をした。準備した事しか出来ない。 

・お話勉強になった。人と人とのコミュニケーションが大切だと思いました。 

 

〈その他〉 

・ウイルス感染状態の中での避難対策の必要性。ディスカッションでもっと天野先生の話が

聞きたかった。 

・公助の取組みを知りたいと思う。 

・パネルディスカッションでは避難所の環境作りについて伝えてくださってますが、避難所

に行けば安心と逆に油断して自身で備えない人も多くいると思います。もっと自助の意識

を高めるお話をしっかり伝えてほしいと思います。 


